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受
　
贈
　
誌

　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
五
年
＝
一
月
目
日
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
六
年
二
月
二
八
日
）

経
済
論
叢
（
京
都
大
学
経
済
学
会
）
一
七
五
i
二
、

　
三

日
本
研
究
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
三

　
一史

学
雑
誌
（
史
学
会
）
＝
四
－
一
一
、
～
二
、

　
＝
五
一
一

古
代
文
化
（
古
代
学
協
会
）
五
七
－
九
、
一
〇
、

　
一
一

神
道
史
研
究
（
神
道
史
学
会
）
五
三
－
二

人
文
学
報
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
九
二

桃
山
歴
史
・
地
理
（
京
都
教
育
大
学
史
学
会
）
四

　
〇

愚
女
大
史
学
（
神
戸
女
子
大
学
史
学
会
）
二
二

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
五
七
一
＝
一
、
五
八
－
一
、

　
二

経
済
論
究
（
九
州
大
学
大
学
院
経
済
学
会
）
一
二

　
三

人
文
地
理
（
入
文
地
理
学
会
）
五
七
－
五
、
六

大
美
和
（
大
神
神
祉
社
務
所
）
二
〇

経
済
論
集
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
経
済
研
究
所
）
四
四

　
一
一

日
本
学
刊
｝
》
℃
》
四
角
ω
国
ω
日
d
u
闘
ω
（
中
国

　
社
会
科
学
院
日
本
研
究
所
中
華
日
本
学
会
）
二

　
〇
〇
五
一
六

韓
国
史
研
究
藁
報
（
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
）
一

　
～
三

東
洋
史
研
究
（
東
洋
史
研
究
会
）
六
四
⊥
二

人
文
学
（
同
志
社
大
学
人
文
学
会
）
～
七
八

国
立
台
湾
大
学
考
古
人
類
学
刊
（
国
立
台
湾
大
学

　
文
学
院
人
類
学
系
）
六
三

歴
史
学
・
地
理
学
助
成
報
告
書
（
福
武
学
術
文
化

　
振
麗
ハ
財
団
）
｝
削
成
～
山
下
年
度

古
代
史
の
研
究
（
関
西
大
学
古
代
史
研
究
会
）
一

　
二

専
修
史
学
（
専
修
大
学
歴
史
学
会
）
三
九

人
文
論
叢
（
福
岡
大
学
研
究
推
進
部
）
三
七
－
三

地
域
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
ニ
ュ
ー
ス
（
地
域
研

　
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）
三

東
方
学
会
報
（
東
方
学
会
）
八
九

南
方
文
化
（
天
理
南
方
文
化
研
究
会
）
三
二

長
野
県
立
歴
史
館
た
よ
り
（
長
野
県
立
歴
史
館
）

　
四
五

歴
史
学
報
（
歴
史
学
会
）
一
八
八

経
済
科
学
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
科
学
研
究

　
科
）
五
三
－
三

摂
大
人
文
科
学
（
摂
南
大
学
外
国
学
部
）
＝
二

経
済
学
研
究
（
九
州
大
学
経
済
学
会
）
七
ニ
ー

　
　
　
・
三
合
併
号

松
本
市
文
書
館
だ
よ
り
（
松
本
市
文
書
館
）
二
三

文
化
史
学
（
文
化
史
学
会
）
六
一

国
家
学
会
雑
誌
（
国
家
学
会
事
務
所
）
一
～
八
－

　
一
一
、
一
二

政
治
経
済
史
学
（
政
治
経
済
史
学
会
）
四
六
一
－

　
四
七
二

〉
篤
聞
8
0
｝
o
α
q
一
〇
巴
ω
o
一
窪
。
Φ
（
ず
℃
碧
①
ω
Φ

　
ω
①
嵩
①
ω
）
（
〉
三
町
。
唱
。
一
〇
σ
q
帥
。
鉱
ω
o
o
一
Φ
受
O
h

　
羅
箸
8
）
一
一
ω
画
Q
。

歴
史
（
東
北
史
学
会
）
　
～
〇
五

日
本
学
研
究
（
金
沢
工
業
大
学
日
本
学
研
究
所
）

　
八

立
命
館
産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
大
学
産
業
社
会

　
学
会
）
四
～
1
二

国
立
台
湾
大
学
法
学
論
叢
（
国
立
台
湾
大
学
法
律

　
系
山
田
版
）
一
二
四
－
轟
ハ

史
料
（
皇
學
館
大
学
史
料
編
纂
所
）
二
〇
〇

駿
ム
ロ
由
又
学
（
瞼
燃
ム
ロ
史
学
A
万
）
　
一
二
山
ハ

岐
阜
経
済
大
学
論
集
（
岐
率
経
済
大
学
学
会
）
三

　
九
－
一

社
会
経
済
史
学
（
社
会
経
済
史
学
会
）
七
～
⊥
二

東
洋
学
報
（
東
洋
文
庫
）
八
七
一
こ
、
三

札
幌
大
学
総
合
論
叢
（
札
幌
大
学
）
二
〇
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一
橋
研
究
（
一
橋
研
究
編
集
委
員
会
）
三
〇
⊥
二

選
泉
（
関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会
）
｝
〇
二

立
命
館
法
学
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
三
〇
〇
、

　
三
〇
一
、
一
二
〇
二

九
州
国
際
大
学
教
養
学
会
（
九
州
国
際
大
学
教
養

　
学
会
）
＝
1
一
、
一
一
、
三

奈
良
史
学
（
奈
良
大
学
史
学
会
）
一
一
三

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
（
中
華
民
国

　
台
北
中
央
研
究
上
歴
史
語
言
研
究
所
）
七
六
一

　
四

史
学
（
三
田
史
学
会
）
七
四
－
三

》
瓢
署
〉
ピ
回
u
H
O
鋭
閃
○
ω
O
＞
国
（
¢
賢
く
昇
圧
ω
H
－

　
↓
》
○
〉
、
岡
O
⑦
○
〉
顯
く
国
史
国
N
H
＞
）
×
重
く
H
．

　
ω
（
ω
巴
Φ
9
一
Φ
二
巴
①
ω
①
）

京
都
橘
大
学
紀
要
（
京
都
橘
大
学
）
三
二

経
済
研
究
（
一
橋
大
学
経
済
研
究
所
）
五
七
－
一

田
ω
8
H
冨
銀
①
×
一
8
冨
（
匿
O
o
一
Φ
α
q
δ
∪
①
ζ
Φ
×
・

　
一
8
）
b
。
一
G
。

一
橋
論
叢
（
一
橋
大
学
一
橋
学
会
）
＝
瓢
五
－
一
、

　
ニア

ジ
ア
研
究
所
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
一
二
一

社
会
学
年
誌
（
早
稲
田
社
会
学
会
）
四
七

成
大
歴
史
学
報
（
国
立
成
功
大
学
歴
史
学
系
）
二

　
九

成
大
西
洋
史
集
刊
（
国
立
成
功
大
学
歴
史
学
系
）

　
＝
二

文
化
史
学
（
文
化
史
学
会
）
＝
、
～
二
、
一
八
、

　
二
〇
、
二
五

経
済
科
学
（
名
古
屋
大
学
経
済
学
部
）
四
六
－
二
、

　
三
、
四

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
五
二
一

歴
史
学
と
歴
史
教
育
（
歴
史
学
と
歴
史
教
育
の

　
会
）
一
四
、
～
六
、
一
七
、
二
五
、
五
三

史
　
と
美
術
（
史
　
美
術
同
孜
会
）
七
五
七
、
七

　
六
二

日
本
学
士
院
紀
要
（
日
本
学
士
院
）
六
〇
一
二

ぐ
ん
し
ょ
（
俗
群
書
類
従
完
成
会
）
七
｝

寧
楽
史
苑
（
奈
良
女
子
大
学
史
学
会
）
五
｝

九
州
国
際
大
学
法
学
論
集
（
九
州
国
際
大
学
法
学

　
会
）
一
ニ
ー
～

『
史
林
』
投
稿
規
定

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

　
○
論
説
　
四
〇
〇
字
詰
八
○
枚
以
内

　
○
研
究
ノ
ー
ト
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
以
内

　
○
研
究
動
向
　
四
〇
〇
字
詰
八
○
枚
以
内

　
○
書
評
　
四
〇
〇
字
詰
｝
δ
枚
以
内

　
○
論
文
評
　
四
〇
〇
字
詰
二
〇
枚
以
内

　
○
紹
介
　
四
〇
〇
字
詰
三
枚
程
度

◇
論
説
に
は
「
要
約
」
（
四
〇
〇
字
以
内
）
を
添

　
付
の
こ
と
。

◇
論
説
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
の
投
稿
者
は
、
掲
載

　
が
決
定
し
た
時
点
で
、
「
欧
文
要
約
」
（
六
〇
〇

　
～
八
○
○
語
程
度
）
の
打
ち
出
し
原
稿
と
電
子

　
デ
ー
タ
を
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、
英
文
要
約

　
に
限
り
、
翻
訳
に
よ
る
作
成
依
頼
に
も
応
じ
る

　
が
、
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

◇
研
究
動
向
・
書
評
・
論
文
評
に
は
、
「
欧
文
タ

　
イ
ト
ル
」
の
み
添
付
の
こ
と
。

◇
注
は
各
員
末
に
入
れ
る
こ
と
。

◇
査
無
用
に
複
本
（
原
本
か
ら
コ
ピ
ー
し
た
も

　
の
）
一
部
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
電
子
デ
ー
タ
が
あ
る
場
合
に
は
、
下
記
「
補

　
足
」
の
く
電
子
デ
ー
タ
添
付
要
領
〉
に
従
っ
て

　
添
付
す
る
こ
と
。

◇
図
表
が
必
要
な
場
合
は
、
下
記
「
補
足
」
の
く
図

　
版
作
成
要
領
〉
に
従
っ
て
作
成
、
添
付
す
る
こ

　
と
。

注
意
：
特
殊
な
図
表
を
掲
載
し
た
り
、
特
殊
活
字

を
用
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
印
璽
経
費
の
一
部
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
送
り
先
：
史
林
編
集
委
員
会
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一
工
δ
六
人
五
9
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

『
史
林
』
投
稿
規
定
補
足

　
　
　
〈
電
子
デ
ー
タ
添
付
要
領
〉

・
電
子
デ
ー
タ
は
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
・

O
U
沁
・
O
u
雀
斑
・
竃
○
の
い
ず
れ
か
で
提
出

す
る
こ
と
。

○
ω
（
芝
一
巳
。
≦
ω
、
竃
p
o
等
）
を
明
示
す
る
こ
と
。

・
テ
キ
ス
ト
形
式
で
保
存
し
た
フ
ァ
イ
ル
を
提
出

す
る
こ
と
。
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
（
芝
o
a
、
｝
太

郎
、
蜜
。
。
島
　
薯
腎
駿
等
）
特
有
の
形
式
で
保
存

し
た
フ
ァ
イ
ル
に
は
対
応
で
き
な
い
。

・
ワ
ー
プ
ロ
専
用
機
の
場
合
、
機
種
を
明
記
す
る

こ
と
。
デ
ー
タ
は
O
O
ω
の
テ
キ
ス
ト
形
式
に
変

換
し
、
∪
○
ω
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ

ィ
ス
ク
に
保
存
す
る
こ
と
。

　
　
　
〈
図
版
作
成
要
領
〉

・
図
は
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
や
製
図
用
ケ
ン

ト
紙
な
ど
に
、
製
図
用
イ
ン
キ
で
明
瞭
に
描
く
こ

と
。
そ
の
際
、
線
の
太
さ
を
一
定
に
保
つ
た
め
、

製
図
用
ペ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
仕
上
寸
法
の
二
倍
（
面
積
な
ら
四
倍
）
程
度
で

製
図
し
、
希
望
縮
尺
率
を
明
記
す
る
こ
と
。

・
図
中
の
文
字
は
写
真
植
字
を
用
い
て
印
刷
す
る

の
で
、
鉛
筆
書
き
す
る
か
、
上
に
ト
レ
ー
シ
ン
グ

ペ
ー
パ
ー
を
重
ね
該
当
箇
所
に
文
字
の
み
を
書
き

入
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
レ
タ
リ
ン

グ
や
ワ
ー
プ
ロ
文
字
を
原
図
に
貼
り
付
け
る
場
合

は
、
仕
上
段
階
の
鮮
明
度
を
配
慮
す
る
こ
と
。

・
写
真
図
版
は
原
版
が
十
分
に
鮮
明
で
、
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
明
瞭
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
。
仕
上
寸
法

の
一
一
二
倍
の
原
版
が
望
ま
し
く
、
希
望
縮
小
率

を
明
記
す
る
こ
と
。
な
お
、
巻
頭
に
ア
ー
ト
紙
で

印
刷
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
は
、
割
付
・
仕

上
等
は
編
集
委
員
会
で
調
整
す
る
。
そ
の
経
費
は

投
稿
者
負
担
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。

・
表
は
仕
上
を
配
慮
し
て
、
文
字
数
や
表
現
法
を

工
夫
す
る
こ
と
。
原
表
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合

は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
、
図
版
に
準
じ
た
体
裁
を

整
え
る
こ
と
。

・
本
文
原
稿
中
に
図
表
の
割
付
箇
所
を
注
記
す
る

こ
と
。

　
注
意
：
図
表
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
投
稿
者

に
修
正
を
依
頼
す
る
か
、
編
集
委
員
会
が
修
正
し

ま
す
（
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
な
り
ま
す
）
。

編
集
後
記

　
史
林
八
九
巻
三
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
季
節
の

移
ろ
い
は
早
い
も
の
で
、
豪
雪
の
冬
が
い
つ
の
問

に
か
終
わ
り
、
若
葉
も
鮮
や
か
な
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
冬
、
無
尽
の
努
力
と
学
識

に
よ
っ
て
他
を
圧
倒
し
、
い
わ
ば
生
き
る
伝
説
と

な
っ
て
い
た
碩
学
た
ち
が
相
次
ぎ
世
を
去
っ
て
い

き
ま
し
た
。
後
に
残
さ
れ
た
膨
大
な
テ
ク
ス
ト
は
、

生
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
と
同
時
に
、
来
る
世

代
、
来
る
べ
き
歴
史
学
の
指
針
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
名
と
記
憶
が
永
遠
で
あ
る
よ
う
願
い
、
謹
ん

で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
（
H
）
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